
平成２８年１１月２９日 
 

公立学校施設における木材利用状況に関する調査結果について 
 
 
 

 
 
 
１．調査内容  
  ○調査対象：全国の公立学校施設（幼稚園、小学校、中学校、中等教育学校、 

高等学校、特別支援学校） 
  ○調査項目：（１）木造施設の整備状況及び非木造施設における内装木質化の状況 
    （２）木の学校の木材使用量 
 
２．調査結果の概要 
  ○平成２７年度に新しく建築された学校施設のうち７０．６％が木材を使用。 

うち、木造施設は１７．３％。 
  ○小・中学校については、７４．７％で木材を使用、うち木造施設は１６．２％。 
  ○平成２７年度に整備された木造施設では、使用された木材のうち８３．３％が 

国産材。 
 
３．ホームページへの掲載について 
   調査結果については、文部科学省のホームページ「学校施設における木材利用」 

に掲載しています。 
  （URL：http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyosei/mokuzai/1379542.htm） 

 

 

 
 
 

文部科学省では、公立学校施設における木材の利用状況について調査を実施していま

す。このたび、平成２７年度における調査結果を取りまとめましたので公表します。 

＜担当＞  
大臣官房文教施設企画部施設助成課 益居、渡邉 
電話：03－5253－4111（代表）（内線 2463）  

       03－6734－2463（直通） 
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公立学校施設における木材利用状況に関する調査結果（概要） 

 
 
Ⅰ 平成２７年度に新しく建築された学校の状況 

（木造施設の整備状況及び非木造施設における内装木質化の状況） 

 
結果のポイント 

 

○平成２７年度に新しく建築された学校施設のうち、７０．６％が木材を使用。 

うち、木造施設は１７．３％、内装木質化した非木造施設※１は５３．３％。 

 

○小・中学校については、７４．７％で木材を使用しており、うち木造施設は１６．２％、

内装木質化した非木造施設は５８．５％であった。 

 
 

※１ 内装木質化した非木造施設：①木造施設以外で、②床が木質化されており、③壁または天井が 
木質化されている施設 

  
 
 
（１）木造施設の整備状況及び非木造施設における内装木質化の状況 
 
○ 平成２７年度に新しく建築された学校施設１，０７６棟のうち、７６０棟（７０．６％）

の建物で木材を使用していた。 
● 木造施設        １８６棟（１７．３％） 

                         
● 非木造施設のうち内装木質化を実施した施設  ５７４棟（５３．３％） 
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（２）学校種別の状況 
 

○ 小・中学校については、平成２７年度に新しく建築された学校施設７７２棟のうち、 

５７７棟（７４．７％）の建物で木材を使用していた。 
● 木造施設        １２５棟（１６．２％） 

 
● 非木造施設のうち内装木質化を実施した施設  ４５２棟（５８．５％） 

                          
 
平成２７年度に新しく建築された学校の木造化・内装木質化の状況（学校種別） 

（単位：棟） 
 幼稚園 小学校 中学校 小・中学校 中等教育学校 高等学校 特別支援学校 

全施設数 ５７ ５０１ ２７１ ７７２ ４ １９６ ４７ 

 

 

 

 

 

うち木造施設数 
１６ 

(２８．１％) 

８３ 

(１６．６％) 

４２ 

(１５．５％) 

１２５ 

(１６．２％) 

１ 

(２５．０％) 

３１ 

(１５．８％) 

１３ 

 (２７．７％) 

うち非木造施設数 ４１ ４１８ ２２９ ６４７ ３ １６５ ３４ 

 

 

うち 

内装木質化数 

３１ 

(５４．４％) 

２９５ 

(５８．９％) 

１５７ 

(５７．９％) 

４５２ 

(５８．５％) 

１ 

(２５．０％) 

６８ 

(３４．７％) 

２２  

(４６．８％) 

木造施設の例 広島県安芸太田町立加計小学校 

内装木質化の例 茨城県大洗町立南小学校 
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【参考１】過去３年間の推移 

 
木造施設の整備状況及び非木造施設の内装木質化の状況（新しく建築された学校） 

（単位：棟）  
 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

全施設数 １，２４２ １，０１６ １，０７６ 

 

 

 

 

 

うち木造施設数 
２５４ 

(２０.５％) 

２１４ 

(２１．１％) 

１８６ 

(１７．３％) 

うち非木造施設数 ９８８ ８０２ ８９０ 

 

 
うち内装木質化数 

６８２ 

(５４．９％) 

５０７ 

(４９．９％) 

 ５７４ 

(５３．３％) 

  
 
【参考２】全木造施設数（平成２７年５月１日時点） 

  ・全学校施設数：  ３７９，２７５棟 

  ・うち木造施設数：  ３６，６０６棟（９．７％） 

 

 

【参考３】木材を使用した建物の主な用途 

 

平成２７年度に新しく建築された学校施設の主な用途              
（単位：棟） 

  

  

全施設 木造施設 非木造施設 

内装木質化あり 内装木質化なし 

教室、遊戯室等※１ ６０６ ５６ ３８３ １６７ 

屋内運動場 １８１ １１ １５０ ２０ 

武道場 ３５ ８ ２０ ７ 

寄宿舎 １２ ６ ６ ０ 

その他※２ ２４２ １０５ １５ １２２ 

計  １，０７６ １８６ ５７４ ３１６ 

 
※１ 教室、遊戯室等：普通教室、特別教室、図書室、多目的教室、職員室、幼稚園の遊戯室や保育室等 
※２ その他：倉庫、器具室、部室、屋外便所等 
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Ⅱ 平成２７年度に整備された木の学校の木材使用量 

 
結果のポイント 

 

○平成２７年度に整備※された木造施設では、使用された木材の８３．３％が国産材。 

 
※ 整備：新しく建築する場合及び木材を使用して改修を行う場合 

 
 

● 全施設     ７２，０９５㎥ 
 うち国産材の量   ４８，７２９㎥（６７．６％） 

 
● 木造施設     ２３，６０８㎥ 

うち国産材の量   １９，６５７㎥（８３．３％） 
 
● 非木造施設（内装等に木材を使用）４８，４８６㎥ 

うち国産材の量    ２９，０７２㎥（６０．０％） 
 
 

【参考】過去３年間の推移 

 
木材使用量（新しく建築された学校と木材を使用して改修された学校によるもの） 

（単位：㎥） 

 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

全施設木材使用量 ８５，９５９ ８２，０９０ ７２，０９５ 

 

 

うち国産材 

（国産材率） 

５５，３７８ 

（６４.４％） 

５１，４４０ 

（６２.７％） 

４８，７２９ 

（６７．６％） 

 

 

 
 
 

 

 

うち木造施設 ２７，５８３ ３０，３１６ ２３，６０８ 

 

 

うち国産材 

（国産材率） 

２３，０９１ 

８３.７％） 

２６，８９０ 

  （８８．７％） 

 １９，６５７ 

（８３．３％） 

うち非木造施設 

（内装等に木材を使用） 
５８，３７６ ５１，７７３  ４８，４８６ 

 

 

うち国産材 

（国産材率） 

３２，２８６ 

（５５.３％） 

２４，５５０ 

（４７.４％） 

 ２９，０７２ 

（６０．０％） 

 
※数値は、単位未満を四捨五入しているため、内訳の計と合計が一致しない場合がある。 
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